
評価基準表「１００㎝をこえる長さ」

次 観点・方法 十分満足できる(Ａ) おおむね満足できる(Ｂ) 支援を要する(Ｃ)単元の評価規準

第１時 (関心・意欲・態度) ・１００㎝をこえる長さを既習 ・１００㎝をこえる長さには大 ・長いものの長さを表す際、大＜本単元のねらい＞
長さの比較や測定などの活動を通して，長さ 課題設定 発言 の学習をもとに、大きな単位で きな単位があることを知り、調 きな単位があると便利であると
の概念や測定，およびその単位についての理解 ノートの記述 調べようという課題をつかんで べていこうとしている。 いうことに気付かせる。
を深める。 いる。 ・両手を広げた長さを測ること ・教師や友達の支援で両手を広

・両手を広げた長さを工夫して ができる。 げた長さを測ることができる。
測ることができる。【算数への関心・意欲・態度】

①任意単位で長さを測定する活動を通して，長
さをより便利に正確に表そうとし，普遍単位
を用いることのよさに気づく。

②測定する対象の大きさや目的に応じて，適切 第２時 (知識・理解) ・ｍの単位を知り、ｍと㎝の相 ・ｍの単位を知り ｃｍをｍに ・教師や友達の支援で１ｍ＝、 、
な単位やものさしを選択しようとし，実際に ｍの定義と単 行動観察 互の関係を理解している。 ｍをｃｍに換算することができ ｃｍの換算ができるように100
ものさしなどを用いてすすんで長さを測定し 位換算 ノートの記述 ・自分のひろや身長を測ること る。 する。
ようとする。 を通して、１ｍの見当づけがで ・自分のひろや身長を測ること ・教師や友達の支援で１ｍが自

きる。 を通して、自分の体のどのくら 分の体のどれくらいかを測るこ
いが１ｍか捉えることができる とができる。【数学的な考え方】 。

①普遍単位を用いて，長さの大きさの表し方を
考える。
②必要に応じて，１つの単位から別の新しい単
位を考えることができる。 第３時 (関心・意欲・態度) ・教室だけでなく身の回りの１ ・教室の中の物を測ろうとして ・教師や友達と一緒の物を測る

１ｍものさし 行動観察 ｍを超えていそうな物を見つけ いる。 ようにする。
による測定 発言 て測ろうとしている。 ・自分の体のものさしをもとに ・測りたい物に ３０ もの【数量や図形についての表現・処理】 cm

①「ｍ」を単位とし，身の回りの具体物の長さ (表現・処理) ・１ｍの見当をつけ、測りたい １ｍの見当をつけ、１ｍものさ さしや１ｍものさしを当てさ
を測定することができる。 行動観察 ものに応じて３０ ものさし しで測りたい物の長さを測るこ せ、どちらが適しているか考えcm
②測定するものに応じて，適切な単位を選ぶこ ノートの記述 や１ｍものさしを使って正確に とができる。 させて測るようにする。
とができる。 測ることができる。

自己診断テスト ・正答率９０％以上 ・正答率７０％以上 ・正答率７０％未満
【数量や図形についての知識・理解】
①長さの単位（ｍ）と測定の意味について理解 第４時 (関心・意欲・態度) ・１メートルの長さを予想して ・１メートルの長さを予想して ・支援を行いながら１ｍの長さ
する。 長さづくり 行動観察 自分なりに工夫して作ることが 自分の力で作ることが出来る 。 を作ることが出来る。。
②長さの単位を理解する。 発言 出来る。
③長さの単位の関係を理解する。 (表現・処理) ・自分の作りたい長さのテープ ・自分の作りたい長さのテープ ・自分の作りたい長さのテープ
④ものさしの目盛りの仕組みについて理解する 自作のものさし ものさし( 、 、 ）に印や ものさしの中に印や目盛りをつ ものさしの中に印や目盛りがる1m 2m 3m
⑤１ｍがどのくらいの長さであるか，身の回り 行動観察 目盛りをつけながら作り上げる けながら作り上げることができ と便利なことに気付かせ、作成
にあるものの大きさをもとにしてとらえるな ことができる。 る。 することができる。
ど，長さの大きさについての豊かな感覚をも
つ。

第５時 かいけつ ・身の回りの物の長さに合った ・身の回りの物の長さを予想を ・教師の支援で、身の回りの物(表現処理)

単位換算と単 コース 計器を選択して予想を立て測る して測ることができる。 の長さを予想をして測ることが行動観察

位選択の確か ことができる。 できる。ノート

め ・必要に応じ単位選択をしたり ・必要に応じ単位選択をしたり ・教師の支援で単位選択をした(知識理解) 、 、
長さ比べをしたりすることがで 長さ比べをしたりすることがで り、長さ比べをしたりすることノート

きる。 きる。 ができる。練習問題

ハッスル ・身の回りの物の長さを、自分 ・身の回りの物の長さを、自分 ・教師の支援で、身の回りの物(表現処理)

コース の選んだものさしでいくつも測 の選んだものさしで測ることが の長さを測ることができる。行動観察

ることができる。 できる。ノート

・測ったものをもとに、ながさ ・測ったものをもとに、長さの ・教師の支援で 、測ったもの（考え方）

の違いを進んで計算して解くこ 違いを計算して解くことができ をもとに、長さの違いを計算しノート

とができる。 る。 て解くことができる。発言

第６時 テスト ・正答率９０％以上 ・正答率７０％以上 ・正答率７０％未満
学習活動の評 ・学習全体について自己評価す ・学習全体について自己評価す ・教師の支援により学習全体に
価 ることができる。 ることができる。 ついての自己評価ができる。


